
事業区分 ( 3 ― 201 )

＜事業実施実績＞

参加者

一般
(ｽﾀｯﾌ)

参加者8

打1/当2

参加者29

打1/当2

参加者89

当日2名

参加者10

当日2名

参加者25

打1/準1/当3

参加者56

打1/準1/当3

参加者23

打1/準1/当3

参加者27

打1/当3

参加者29

打1/当3

参加者54

打1/当3

参加者27

準1/当3

参加者29

打1/当3

2025/9/7
（日）

2025/9/26
（金）

(氏名）

松木照男
(特非)One by one

LOVE防災

場所

(職名）

理事長

避難所HUG・防災学習

避難所HUG・防災学習

避難所HUG・防災学習

2025/9/19
（金）

2025/9/21
（日）

避難所HUG・防災学習

一般市民防災学習講義・体験セミナー

地域づくり活動NPO事業助成事業　実績報告

活動内容
（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記

入）

一般市民防災学習講義

避難所HUG・防災学習

2025/6/25
（水）

2025/9/6
（土）

避難所HUG・防災学習

一般市民防災学習講義
2025/6/21
（土）

代表者
名

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記

一般市民防災学習講義

2025/9/14
（日）

団体名

事業名

年月日

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等で
記入

2025/5/19
（月）

2025/5/20
（火）

2026/1/25
（日）

避難所HUG・防災学習

2026/2/7
（土）

避難所HUG・防災学習

結の家 就労継続支援B
型事業所 (加古川市米

田町平津）

城山台町内会(公会堂)

北別府町内会

平荘町・上荘町防災学
習

新野辺第9町内会(公会
堂）

志方まち自治会(志方二
ノ丸会館）

新野辺第1町内会(公会
堂）

地域包括支援センター
加古川南(浜の宮松竹

園）

中西条町内会(公会堂）

氷丘公民館 陵の里学園

長慶町内会(公会堂)

高砂市社会福祉協議会
災害時支援ボランティ

ア研修



＜効果と成果＞

＜今後の展望＞

＜収支決算書＞
（収入）

（支出）

金　額（円)

１０５,０００

３１０,０００

９０,０００

４００,０００

地域づくり活動NPO事業助成金

自己資金等

１０３,７００

４２,７００

６０,８８２

１１２,４０９

３１９,６９１

９９,３５７

４１９,０４８

項　　　目

人件費

旅費交通費

印刷費

その他（消耗品費等）

間接経費（一般管理費）

助成対象金額
（円）

区分

１９,０４８

４１９,０４８

左のうち

１０３,０００

４２,０００

６０,０００

項　　　目 金　額（円)

４００,０００

合　計

直
　
接
　
経
　
費

町内会連合会などでの実施事例も多くなった様に思える。１つの町内会だけでは人とお金で体力のな
い町内会も多いため、地域活動を低迷させない取り組みとして有効に思える。

課題として：連合した町内会を対象とした防災学習を行う場合、多数の会場で違う内容を実施するこ
とに場合が多いため、スタッフと講師の人員が多く必要になる、実施側も多数の団体で取り組む必要
があるが防災で活動する団体は少ない。

その様な貴重な情報が防災に活用されず、減災（避難行動要支援者の支援体制）を進める動きになっ
ていないのが現状です。何をどうすればいいのかわからない。新たな取り組みを支持する役員が少な
い。避難行動要支援者数が多すぎて手がつけようがない。個人情報を過剰重視などで町内会防災の共
助での取り組みが進まない要因になっています。

One bu oneは事業を通して、地域の起こりえる災害被害や地域防災（町内会防災）の重要性や有効な
事例、発災前に進める動き、目指す方向、対応を町内会住民に伝えています。そのことで確実に町内
会防災を住民が支えて進める動きが始まります。

地域の防災では町内会が大きな役割を担っています。また町内会には、その地域に住む人でないと知
らない情報があります。その地域の弱いとこと、強いところ災害履歴があります。災害時に弱いであ
ろう人の情報もあります。

小　計

合　計


